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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年3月8日(2012.3.8)

【公表番号】特表2011-510041(P2011-510041A)
【公表日】平成23年3月31日(2011.3.31)
【年通号数】公開・登録公報2011-013
【出願番号】特願2010-543486(P2010-543486)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  51/235    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  59/153    (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  51/235   　　　　
   Ｃ０７Ｃ  59/153   　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年1月20日(2012.1.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
比較例１
　ＫＬａ／Ｑが１０未満である条件で反応を遂行すること以外、実施例１で説明した手順
を繰り返す。
ａ）　反応器の総括物質移動容量係数（ＫＬａ）の測定
　二重ジャケット、ポンプ及びエジェクターを含む液相のための外部ループ、及びエジェ
クターに接続された気相のための外部ループを備えた、予め窒素でパージされた２０Ｌの
エナメル鋼製の気液反応器中に、亜硫酸ナトリウム（Ｎａ２ＳＯ３）０．８モル／Ｌ及び
硫酸コバルト（ＣｏＳＯ４）１．１０－６モル／Ｌを含有する水溶液１０Ｌを投入する。
外部循環は、２００Ｌ／時で開始し、そしてその反応器を、酸素で２バールに加圧する。
圧力は酸素の流量を調整することによって２００ｋＰａ（２バール）に一定に維持する。
反応器の総括物質移動容量係数を計算するために亜硫酸ナトリウムの消費量を測定する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
実施例２
　実施例１に記載した反応器をＫＬａ、９３２ｈ－１、及び外部ループ中の流量５００Ｌ
／時で使用する。この反応器中に、グリオキサールを４０重量％含有する水溶液７２５０
ｇ、塩酸を３７重量％含有する水溶液３４００ｇ、及び水２６１０ｇを投入する。この混
合物を二重ジャケットによって４７℃に加熱する。その後、６８重量％硝酸を含有する水
溶液１４０ｇを加える。１０分後、水１５０ｇ中のＮａＮＯ２６ｇの溶液を導入し、そし
て反応器を酸素で４００ｋＰａ（４バール）に加圧する。温度を４８±１℃に一定に維持
することによって、二重ジャケット中で交換された冷却負荷は２２５０Ｗ（Ｑ＝４５ワッ
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ト／グリオキサール１モル）となる。必要に応じ酸素を３２２ＮＬ／時（１時間毎のＮｏ
ｍｏＬｉｔｒｅ）添加することによって、圧力は４００ｋＰａ超で一定に維持される。約
３６分かけて２１５ＮＬ（ＮｏｒｍｏＬｉｔｒｅ）の酸素を添加した後、二重ジャケット
中で交換された熱負荷を一定に保つために約１時間で５５℃に達するように反応媒体を加
熱する。添加された酸素の量が５２５ＮＬ（ＮｏｒｍｏＬｉｔｒｅ）に達すると、約２０
分で６５℃に達するように温度を高める。６２８ＮＬに達したとき酸素の添加を停止する
。
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